
25S302 担当形態

開講学期 1

第14回 ワークショップの準備

当該実験のレポート作成

第5回 骨格標本、内臓標本観察 当該実験のレポート作成 第13回 細胞観察 当該実験のレポート作成

第4回

データの各班からの収集

第7回 心拍数・心音・心電図 当該実験のレポート作成 第15回 ワークショップ 発表準備

第6回 7～9回の説明
毎回の説明は行わないので、必ず実験内容を把
握してくる

なし

第8回 呼吸機能 当該実験のレポート作成
事前・事後
学修時間

(分／授業1回）
30分／授業1回

教科書
[書名／著者
名／出版社]

人体の構造と機能①解剖生理学　ナーシンググラフィカ最新版／メディカ出版

受講生への
メッセージ

健康や疾患について日常的に、論理的に考える習慣をつけることを目指してください。

参考書
[書名／著者
名／出版社]

回数 授業計画

授業の主題 人体の構造と機能の基礎を理解し、両者が相関してヒトの生命活動を保証していることを実感する。
課題等への対応

(フィードバックの方法等)
毎回レポートの提出求める。コメントを付けて返却する。

授業の方法
3グループに分けて、同時並行的に行うので、説明は3回分まとめて行う。毎回、前回のレポートを提出す
る。最後にワークショップ形式の口頭発表を全員で行う。

アクティブ・ラーニングの
実施方法

最終回にワークショップ形式の口頭発表を全員で行う。

事前・事後学修

第1回 全体の説明、神経･解剖系の概説
各回の準備を前もって確認することで復習とす
る

第9回 血圧 当該実験のレポート作成

回数 授業計画 事前・事後学修

当該実験のレポート作成

第2回 3～5回の説明
毎回の説明は行わないので、必ず実験内容を把
握してくる

第10回 11～13回の説明

人体の形態計測、人体解剖ビデオ観察 当該実験のレポート作成 第12回 発汗

毎回の説明は行わないので、必ず実験内容を
把握してくる

第3回 組織標本観察 当該実験のレポート作成 第11回 体温

解剖生理学実習 科目コード 担当者 井上　靖久 単独

対象学科・
コース

生活創造学科　栄養士
コース

配当年次 2年次 前期

科目区分 専門教育科目 授業科目名

履修条件
教育職員免許法
施行規則に
定める

科目区分等

単位数
必修・選択

の別
選択 免許・資格要件 栄養士必修

科目区分

実務の経験を有する教員担当科目
実務の経験内容及び

科目との関連

科目に含める
ことが必要な

事項

授業形態 実習



定
期
試
験

臨
時
試
験

提
出
物

発
表
内
容

受
講
態
度

実
習
評
価

レベル１

（Ｆ：59%以下）

①
学習
意欲

②
規律性

③
知識

80 80
実験結果に対する理解
が充分ではない。

④
技能

⑤
情報
活用
能力

⑥
課題
解決力

⑦
言語
活用
能力

⑧
コミュ
ニケー
ション
力

⑨
主体性

10 10
グループをリードする
のが苦手である。

⑩
協働性

10 10
グループ内のチーム
ワークになじめない。

100 80 20

行
動
・
応
用

グループの実習内容の
発表の方向性を形作
る。

積極性、行動力 発表内容
グループのリーダーを
積極的に引き受ける。

グループで決めた実習
内容の方向に協力す
る。

チームワーク 発表内容
グループ全体のまとま
りを重視する。

グループのリーダーが
務まる。

グループ内で提案が出
来る。

グループの円滑な関係を
支えることが出来る。

リーダー役のメンバー
を助ける。

グループのチームワーク
を尊重する。

合計

創
造

知
識
・
技
能

人体の構造と機能の相
関について理解でき
る。

人体の構造と機能に関
する基礎的知識

思
考
・
判
断

観
点

尽
心

態
度
・
志
向

レポート
得られた結果を根拠を
もって完全に説明でき
る。

得られた結果を根拠を
もって充分説明でき
る。

実験項目に対する知識
はある程度説明でき
る。

実験項目や結果に対する
知識はある程度持ってい
る。

グループ内の決定に積
極的に協力する。

表
現

実
践

評価方法／評価指標
レベル５

（Ｓ：100～90%）

レベル４

（Ａ：89～80%）

レベル３

（Ｂ：79～70%）

レベル２

（Ｃ：69～60%）

評価基準

学
修
成
果
の
大
分
類

学修成
果の
中分類
[10の
力]

学
修
成
果
の

配
点
比
率

(

%

)

評価方法の配点比率（％） 学修成果の小分類 尺度

学修成果の到達目標 修得する能力


